
みのおの山麓保全活動
助成の報告

ＮＰＯ法人 みのお山麓保全委員会 ２０２３．７．１７



みのお山麓保全活動の助成の仕組み

助成金交付審査会

助成先の推薦助言・勧告

補助金申請 みのお山麓保全委員会
助成申請等
相談･受付

箕面市

補助金交付 活動助成

山林所有者・

市民団体の

山麓保全活動

■ 助成対象活動
里山の管理・山の幸づくり・里山とのふれあい・山道の手入れ・里山の

自然保護をはじめとする 山林所有者や市民団体による山麓保全活動

■ 助成金額
山麓保全活動に必要と認められる経費について助成（上限25万円）

山林所有者が活動を行う場合は、「山なみ景観保全地区」に所有の山
林を対象として「自然緑地」指定に同意し、土地登記簿面積 1㎡あたり
25円が助成金額として計算



山林所有者と市民団体への助成 年度別
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千円

山林所有者. 82%

市民団体. 18%

山林所有者 75%

市民団体 25%

2004年～22年度

助成件数

助成金額

309件

1,406件

計1,715件

計171,853千

43,527千

128,326千



山林所有者（自然緑地等指定同意書提出者）への助成
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山林整備ボランティア派遣要請の件数増

山林整備
ボランティア

派遣要請件数
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2004年～22年度自然緑地指定 同意率の伸長
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≪みどりの基本計画≫
山麓に代表されるみどり豊かな
自然環境を守る成果指標・・・
山なみ景観保全地区のうち、
自然緑地指定に同意が得られた

面積の割合
2008年（H20年） 2020年（H32年）
同意率41.1％ ➡ 目標値 50％

山林所有者の悩みに寄りそう
活動を着実に進めた結果
のべ49件の山林所有者が
新規の自然緑地指定に同意

目標値を達成 同意率 64％
※2022年度現在

※2020年類設計室約26haを含む



市民団体への助成
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山麓保全活動助成の実績 2022年度

活動団体名 保全活動名 助成金額

1.箕面の山パトロール隊 山地美化活動を中心とした箕面の山のパトロール活動 ¥250,000 

2.箕面だんだんクラブ 箕面市体験学習の森の整備及び間伐材の有効活用 ¥156,000

3.しおんじ山の会 池ノ谷緑地の再生・活用・整備活動 ¥248,000

4.杜の会 民有林の整備活動 ¥34,000

5.とんど山桜園の会 とんど山桜園の維持管理活動と里山文化の復活継承 ¥74,000

6.みのおエコクラブ 自然保護の体験学習と実践、次世代後継者の育成 ¥155,000

7.森のふれあい広場運営委員会 山麓保全活動等の情報発信と関連イベントの実施 ¥74,000

8.箕面生物多様性会議 才ヶ原池周辺の生物多様性の復活推進 ¥77,000

9.箕面の森のきこり隊 箕面里山の保全活動と人材育成 ¥40,000

10.かやの中央まち育て交流会 第19回「まんどろ火祭り」の活動 ¥250,000

11.箕面の森の音楽会実行委員会 箕面の森の音楽会の活動 ¥168,000

12.箕面ナチュラリストクラブ 里山とのふれあいと自己啓発 ¥179,000

13.山麓学習協議会 山麓自然環境学習とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ研修 ¥184,500

14.箕面マウンテンバイク友の会 山麓部におけるモラルやマナー向上と山林整備活動 ￥140,000

15.外院の杜クラブ 箕面市「学校の森」の整備活動 ￥9,000

16.中高大連携森林学習プロジェクト 森林保全のパンフレット作成・配布による啓発活動 ￥118,000

自然緑地等指定同意書提出者への助成（山林所有者）

市民団体等への助成

件数 88件（5件増） 金額 9,028,800円
※山林整備ボランティア派遣要請は 55件/前年差4件増

件数 16件（2件増） 金額 2,156,500円



山麓保全活動助成の実績 2021年度

自然緑地等指定同意書提出者への助成（山林所有者）

活動団体名 保全活動名 助成金額

1.箕面の山パトロール隊 山地美化活動を中心とした箕面の山のパトロール活動 ¥250,000 
2.箕面だんだんクラブ 箕面市体験学習の森の整備及び間伐材の有効活用 ¥168,000
3.しおんじ山の会 しおんじ山の再生・活用・整備活動 ¥89,000
4.杜の会 民有林の整備活動 ¥45,000
5.とんど山桜園の会 とんど山桜園の維持管理活動と里山文化の復活継承 ¥74,000
6.みのおエコクラブ 緑と触れあう体験活動と自然農法の実践活動 ¥181,000
7.みのお森のふれあい広場運営委員会 山麓保全活動等の情報発信と関連イベントの実施 ¥75,000
8.箕面生物多様性会議 才ヶ原池周辺の生物多様性の復活推進 ¥47,000
9.箕面の森のきこり隊 箕面里山の保全活動と人材育成 ¥37,000
10.箕面観光ボランティアクラブ 箕面滝道への樹名板の設置 ¥100,000
11.かやの中央まち育て交流会 第18回まんどろ火祭り ※新型コロナ感染防止のため 辞退

12.箕面の森の音楽会 箕面の森の音楽会の活動 ※新型コロナ感染防止のため 中止

13.箕面学園高校 箕面川の生物相調査 ¥78,000
14.山麓学習協議会 子ども達の山麓自然環境学習と講師養成講座の開催 ¥141,000
15.箕面マウンテンバイク友の会 マウンテンバイクのモラルやマナー向上と新稲の森での普及活動 ¥40,000
16.箕面ナチュラリストクラブ 里山とのふれあいと自然環境保全の普及啓発活動 ¥62,000

件数：83件、金額：8,557,600円

山林整備サポート要請件数：51件（前年より2件増）

※助成決定後、新型コロナ感染防止のため辞退1件、中止1件

市民団体等への助成 件数 14件 金額 1,387,000円



助成を受けた山林所有者が実施した整備作業の内容

助成を受けた市民団体が活動に支出した費用
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徐間伐 倒木処理 枯枝落し 下草刈り つる切り 枝打ち 除草 落葉処理 その他

2021年度

徐間伐
及び

倒木処理
が中心

経費科目別の実績

備品費
38％

消耗品費
15％

が中心


